
★
末
崎
町
民
運
動
会
は
中
止

末
崎
体
育
協
会
は
、
市
内
の
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
減
少
傾

向
に
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
運
動
会

の
会
場
設
営
や
運
営
に
携
わ
る
人

々
、
競
技
に
参
加
、
応
援
す
る
皆
様

の
感
染
リ
ス
ク
を
回
避
す
る
た
め
、

令
和

年
度
の
町
民
運
動
会
を
中
止

5

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

★
箱
根
山
麓
野
球
大
会

４
年
ぶ
り
に
開
催

箱
根
山
の
麓
に
位
置
す
る
四
つ
の

体
育
協
会
（
末
崎
・
小
友
・
米
崎
・

広
田
）
に
よ
る
「
箱
根
山
麓
野
球
大

会
」
が

日
、
大
船
渡
市
営
球
場
と

27

小
友
町
の
小
友
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
２
会

場
で
開
催
さ
れ
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大

に
よ
り
中
断
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
。

今
大
会
は
末
崎
体
育
協
会
が
主
管

と
な
り
４
体
育
協
会
の
各
チ
ー
ム
が

参
加
し
た
。
親
睦
を
目
的
と
し
た
交

流
大
会
は
和
や
か
な
雰
囲
気
の
な

か
、
真
剣
勝
負
を
繰
り
広
げ
た
。
決

勝
は
、
米
崎
体
協
が
末
崎
体
協
を
下

し
優
勝
。

大
会
後
、
ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
で

親
睦
会
が
開
か
れ
、
参
加
者
が
懇
親

を
深
め
た
。

※
猛
暑
の
中
、
参
加
し
た
皆
さ
ん
大

変
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。

は

人
と
な
っ
て
お
り
ま
す
ま
す
。

317
あ
ら
た
め
て
、
ご
長
寿
の
皆
様
に
は
、

心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

厚
生
労
働
省
は

月
、2022

年
（
令

7

和

年
）
の
日
本
人
の
平
均
寿
命
を

4
発
表
し
ま
し
た
。
男
性
は81.05

歳
、

女
性
は

87.09

歳
で
、
前
年
に
比
較

す
る
と
、
男
性
は0.42

年
、
女
性
は

0.49

年
下
回
り
ま
し
た
。
平
均
寿
命

が
前
年
を
下
回
る
の
は
、
令
和

年
3

に
続
き

年
連
続
で
、
下
回
り
幅
は

2

令
和

年
よ
り
拡
大
し
て
い
ま
す
。

3

そ
の
要
因
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
流
行
で
、
高
齢
者
の
死

亡
が
増
え
た
こ
と
が
影
響
し
た
と
し

て
い
ま
す
。

国
別
比
較
で
は

女
性
は
、

年
連
続
で
世
界

位
、

3

1

男
性
は

位
ス
イ
ス
、

位
ス
ウ
ェ

1

2

ー
デ
ン
、

位
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、

3

位
日
本
で
前
年
か
ら
順
位
を
一
つ

4落
と
し
た
。

な
ぜ
日
本
は
長
寿
国
な
の
か

①
医
療
レ
ベ
ル
が
高
い
。

②
国
民
皆
保
険
制
で
医
療
費
が
比
較

的
安
く
、
病
院
に
か
か
り
や
す
い
。

③
健
康
意
識
が
高
く
、
人
間
ド
ッ
ク

な
ど
の
検
診
の
受
診
機
会
が
多
い
。

④
伝
統
的
な
食
文
化
ゆ
え
先
進
諸
国

ご
長

寿

を
祝

う

末
崎
町
の
敬
老
会
対
象
者
の
皆

様
、
ご
長
寿
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ

ま
す
。
今
年
こ
そ
は
敬
老
会
を
開

催
し
直
接
祝
意
を
申
し
上
げ
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
猛
威
を
振
る

っ
て
お
り
ま
す
の
で
控
え
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

よ
っ
て
、
敬
老
会
対
象
者
の
皆

様
に
は
、
記
念
品
（
扇
子

）
、
菓

子
折
、
名
簿
を
お
届
け
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
ご
理
解
賜
り
た
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

令
和

年
度
の
末
崎
町
の

歳

5

75

以
上
の
敬
老
会
対
象
者
は

人
（
男

960

性

人
、
女
性

人
）
で
す
。
最

397

563

高
齢
者
は
碁
石
の
大
和
田
ハ
ル
子

さ
ん

歳
で
す
。
次
い
で

歳
を

104

102

迎
え
ら
れ
ま
し
た
の
は
、
峰
岸
の

熊
谷
ト
ク
エ
さ
ん
、
小
細
浦
の
武

田
武
男
さ
ん
、
門
之
浜
の
田
畑
ミ

ネ
子
さ
ん
で
す
。
ま
た

歳
に
な

100

ら
れ
た
の
は
、
梅
神
の
細
川
ヨ
ツ

子
さ
ん
で
す
。
以
上

歳
以
上
の

100

方
々
は

人
で
す
。

5

な
お
、

歳
代
は

人
、

歳
代

90

124

80

は

人
、

歳
か
ら

歳
の
方
々

514

75

79

 

4) 和藤(唐)内・国姓爺合戦系(わとうない・こくせんや
かっせん)
鼻先人は、和藤(唐)内と勢子と兵士など

① 獅子あやし 香川県白鳥町 白鳥神社 虎頭の舞 国
姓爺合戦系子供の獅子あやし

② ささら 三陸町吉浜 根白虎舞 和藤内系(演芸愛好者
によって作られた) 二人立ち
一人(中・高校生) 囃子や踊りの開始を指示して、踊
りの行列を先導する。烏帽子をかぶり、モンペ姿。棒さ
さらを打ち鳴らして踊る。
槍使い 二人(中・高校生)。鉢巻を巻き、たすき掛け、

タッツケ袴に「かんばん」(前かけ)をつける。笹おどり
では槍を持ち。御神楽では扇子を両手に持って踊る。
和藤内 一人 中学生。鉢巻を巻き、鎧甲冑。右手

で刀を肩にかけ、左手で神札をかざす。
ささら踊り 小学生。鳥兜を冠ってかんばんをつける。

たすきかけの着物。
③ 槍使い 大槌町 安渡虎舞 和藤内系

最後に槍使いが虎を挟み、和藤内が祝詞をあげて猛虎
を生け捕りにする。

④ 唐子 神奈川県横須賀市 虎踊り 和藤内系
和藤内の願いにより唐子たちがおどり、二人でゆっく

りした和やかな雰囲気が、後での荒々しさを一段とひき
たてる。

⑤ 和唐内 香川県白鳥町 虎頭の舞 和唐内系
⑥ 和藤内 釜石市 両石虎舞 和藤内系

和藤内が虎を征服してこれに跨る。この時、槍突き二
人が出て和藤内に槍を向ける。和藤内は突きだされた槍
先を両手に支えて談判が始まる。

⑦ 和藤内 陸前高田市広田町 田端虎舞 （紀）

9 獅子舞・権現様・虎舞等の「鼻先人」について

田
端
虎
舞
。
大
人
三
人
の

真
中
鎧
兜
が
和
藤
内
、
両

脇
が
さ
さ
ら
と
鉦
、
槍
を

持
っ
た
子
供
達
が
勢
子

の
中
で

脂
肪
摂
取
量
が

と
び
抜

け
て
す
く
な
い
。

以
上
の
理
由
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

今
年
度

の
町
民
文
化

祭
に
つ
い

て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が

猛
威
を
振
る

っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
「
中
止
」
と
い
た
し
ま
し

た
。当

初
は
、
こ

れ
ま
で

年
間
、

3

新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
流
行
に

よ
り
実
施
で

き
な
か
っ
た
も
の
で

す
か
ら

、
今
年
は
展

示
部
門
だ
け

で
も
開
催
し
た

い
と
思
っ
た
の
で

す
が
、

現
在
の
感
染

状
況
で
は
そ

れ
も
か
な
わ
ず
と
て
も
残
念
で
す
。

こ

の

こ

と

に

つ

い

て

は

、

こ

れ

ま
で
出
展
頂
い

て
い
る
絵
画
・
写

真
・
書

道
・
手
芸
・

陶
芸
・
工
芸

・
生
花
・
菊
花

、
さ
ら
に
呈
茶
等

各
部
門

の
代
表
者
や

こ
ど
も
園
・

小
学
校
・
中
学

校
、
文
化
祭
を
支

え
て
下

さ
っ
て
い
る

婦
人
会
や
老

人
ク
ラ
ブ
等
文

化
祭
実
行
委
員
の

皆
様
方

と
協
議
い
た

し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
今

日
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
で
は
、
開

催
は
難
し
い
、
「
開
催
は
控
え
る
べ

町

民

文

化

祭

は

中

止

き

だ

」

と

い

う

結

論

に

至

り

、

中

止

と

い

た

し

た

次

第

で

す

。

出
展
を
予
定
し
て
い
た
皆
様
、

来

館

し

鑑

賞

を

望

ん

で

い

た

皆

様

に

は

期

待

に

添

え

か

ね

大

変

申

し

訳

な

く

存

じ

ま

す

。

ご

理

解
の
程
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

★
末
崎
体
育
協
会
主
催

秋
季
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

町
民
の
「
健
康
の
増
進
」
「
親

睦

と

融

和

」

を

図

る

交

流

の

場

づ
く
り

日

時

月

日

（

日

）

10

22

午

前

８

時

分

～

30

※

雨
天
の
場
合
は
後
日

会

場

小
細
浦
グ
ラ
ウ
ン

ド

ゴ
ル
フ
場

参
加
資
格

末
崎
町
民
（
誰
で
も
可
）

参
加
料

無
料

参
加
申
込

当
日
受
付
に
て
申
込

※
事
前
申
込
は
新
沼
ま
で

（

ー
３
９
１
７
）

２９

そ
の
他

参
加
者
全
員
に
参
加
賞

★
中
森
熊
野
神
社

竹
灯
り

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
‼

「

竹

灯

り

」

の

点

灯

式

は

、

日

囲

碁

祭

り

の

音

楽

祭

会

場

12と
な
る
熊
野
神
社
で
行
わ
れ
た
。

長

さ

本

の

竹

灯

り

は

、

3
m
60

音

楽

祭

が

開

催

さ

れ

る

月
10

14

日

ま

で

、

午

後

６

時

か

ら

時
10

ま

で

、

色

々

な

色

合

い

に

変

え

な
が
ら
点
灯
さ
れ
る
。

こ

の

竹

灯

り

は

、

碁

石

地

区

復

興

ま

ち

づ

く

り

協

議

会

で

切

り

出

し

た

竹

で

作

り

「

首

都

防

災

ウ

イ

ー

ク

」

に

お

い

て

会

場

を
照
ら
し
続
け
た
も
の
で
あ
り
、

こ

の

度

、

熊

野

神

社

に

里

帰

り

し
た
。

幻

想

的

な

素

晴

ら

し

い

竹

灯

り

を
見
に
い
ら
し
て
下
さ
い
。
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